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活動概要

本WTはゲノム編集技術応用食品の産業化のため、協調領域の取組を目的。多様な機関から85名が参画。

本WTの概要 活動概要

ゲノム編集技術応用食品の開発や上市
に向けては、様々な課題がある
そこで、「スマート育種産業化 WT」を発
足し、産業化推進のために、組織横断的
な協調領域の課題とその解決策を議論
する

趣旨・

目的

会員

ベンチャー

化学・食品

商社

コンサル・IT・通信

法律

業界団体

研究（大学・国研）

その他

14名

16名

12名

7名

8名

4名

20名

4名

計85名

会員へのアンケート調査にて、課題を
整理

ゲノム編集に関わる4名の有識者より
産業化への方向性をヒアリング

全体会 WT事務局

2021/1/29
第2回

2020/11/5
キックオフ

• ゲノム編集の概要
• 会の進め方

• 有識者ヒアを踏まえた会
の進め方

• 筑波大江面様ご講演 ゲノム編集技術応用食品の届出事務
を進めるベンチャーにヒアリング

（2021/3/16）報告・提案会

担当省庁課と意見交換

2021/6/29
第3回

• 会員より取組紹介
• 農研機構高原様ご講演

（2021/10/19）報告・提案会

ゲノム編集の届出制度について会員や農水省担当部局と協議し提言を提出

2022/10/19
第4回

• 提言に関するご報告
• JBA様ご講演

（2022/10/25）報告・提案会

（2023/2/21）報告・提案会
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提言活動

ゲノム編集食品の産業化に係る課題解決のため、本WTで提言を作成し農林水産省に提出した。

その他研
究開発

届出制度

社会受容

提言の作成と提出までの流れ

• 研究開発が長期間掛かる

• 届出確認が厳しく、基準が不
明瞭

• 確認に長期間掛かる
• 届出のメリットがない

• 消費者団体の理解が不足
• 消費者の理解が進んでいない

ゲノム編集の産業化に係る課題 事務局による活動

WT会員への
アンケート

WT会員への
ヒアリング

農林水産省
担当部局との意見交換

課題や方向性の
整理

提言の提出と回答

農林水産省へのWTとしての提言を作成・提出

各担当部局より回答いただいた
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ゲノム編集農林水産物の届出状況

ゲノム編集技術を活用した農林水産物の届出が、中々進んでいない現状。
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12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

R2 R3 R4 R5

サナテックシード リージョナルフィッシュ コルテバアグリサイエンス

届出件数：６件届出者：3者届出制度開始から：3年8ヶ月
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要因と活動方針の検討

今後、会員にアンケートを取り、上市における課題を深掘りし、今後の活動内容を決定する。

要因の検討 今後の活動の方向性

# 分類 上市できていない理由

1

研究開発

研究開発費用が不足している

2 技術的な障壁がある

3 技術者が不足している

4
社会受容

企業のレピュテーションリスクを避けるため様子見している

5 売れ行きの懸念（未だ消費者は手に取らないのでは）

6
ライセンス

手続きの方法が不明である

7 CRSPR-Cas9等のライセンス料が高価である

8

法規制

届出手続きに関する知見が不足している

9 届出手続きが煩雑である

10 届出の難易度の高い（生態系への影響等）

11 その他 （自由記載）

12 ニーズ スマート育種産業化WTにどのようなことを求めるか

➡会員にアンケート調査を実施

農研機構 高原先生

内閣府第2期SIP（終了）
ゲノム編集情報発信

農水省アウトリーチ事業
出前授業・セミナ－

スマート育種産業化WT

仮説：消費者・社会受容における課題が未だ大きいのでは
➡そこで、ゲノム編集の社会受容関連事業の中心的役割を担
う、農研機構の高原先生と連携した活動を模索している
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その他 スマート育種協議会
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その他 ゲノム編集シンポジウムの開催

開催 2023年9月26日（月）

場所 品川グランドホール（対面のみ）

参加 無料（事前申し込み制）

内容 講演、パネルディスカッション、試食等
体制 主催：NTT、リージョナルフィッシュ

協力：スマート育種産業化WT

ゲノム編集のシンポジウムが開催されます！

▶詳細は未定ですが、ご関心がある方は、スマート育種産業化WT事務局（クニエ佐藤）までご連絡ください
satoys@qunie.com

mailto:satoys@qunie.com
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2023年6月20日、フードテック官民協議会 6/20総会／提案・報告会

代表： 株式会社ウェルナス
事務局： 株式会社リバネス

ヘルス・フードテックＷＴ
報告

健康実現のための未来食を実現する
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デジタルヘルスケア市場の現状

IoTデバイスの普及、国民の健康意識の高まりにより、デジタルヘルスケ
ア市場が成長。ユーザーが自身の食・体情報を容易かつ継続的に取得可能。

デ
ジ
タ
ル

ヘ
ル
ス
ケ
ア

対 象

目 的

デジタル治療

疾病予防・治療

医 療

病 者

治療用アプリ
行動変容

医薬品 医療機器

国内 15兆円 世界 239兆円

高い効果・安全性 煩雑・指導

科学的エビデンスあり

デジタル健康管理

健康の維持

健康管理

健常者

健康管理アプリ
行動変容

栄養バランス食

国内 774億円 世界 8664億円

自律的・安全 効果限定・面倒・飽き

科学的エビデンスなし



フードテック官民協議会
ロードマップ【情報技術による人の健康実現】

取組
実施期間

対応者
2022年度 2023年度 2024年度～

プレーヤーの育成（技術開発の促進やスタートアップの育成）

我が国の食材の栄養・機能性に関するデータ等、健康効果のエビデンスの
蓄積

研究機関
民間企業

個人最適食の設計・提案に必要な技術の開発

個人の健康データ（血圧や腸内環境など）を低負荷で取得できる
デバイスの開発 

民間企業

摂食内容を簡便かつ正確に把握するための手法の高度化
研究機関
民間企業

提案された個人最適食を提供するためのビジネスモデルの確立 民間企業

マーケットの創出（ルール作りや消費者理解の確立）

健康データの取扱のガイドラインの検討 業界団体

個人の動的な食・体情報に紐づいた個人最適食の設
計・提案技術と市場・消費者のアップデートが必要

※フードテック官民協議会ロードマップより抜粋
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2023年度のWT活動

フードテック官民協議会
ロードマップ取組【情報技術による人の健康実現】

ヘルス・フードテックWT

2023年度活動

プレーヤーの育成（技術開発の促進やスタートアップの育成）

我が国の食材の栄養・機能性に関するデータ等、健康効果のエビデンスの蓄積 最前線で活躍する有識者を招いてWT会議開催

個人最適食の設計・提案に必要な技術の開発

個人の健康データ（血圧や腸内環境など）を低負荷で取得できるデバイ
スの開発 

ウェアラブルデバイス（非接触・接触）の開発・
アップデート調査、WT会議開催

摂食内容を簡便かつ正確に把握するための手法の高度化
写真から栄養素・食品を推定するサービス開発・
アップデート調査、WT会議開催

提案された個人最適食を提供するためのビジネスモデルの確立 一般消費者も参加できるWT会議開催

マーケットの創出（ルール作りや消費者理解の確立）

健康データの取扱のガイドラインの検討
経済産業省「PHRサービス事業協会」と連携した
WT会議開催

4

・「健康実現のための未来食」実現に向けたコンセプトの共有

・食・体データ利活用方法に関する理解の深化

・一般消費者への「フードテック施策」や「個人最適食」の理解促進

・OIによる誰もが無理なく利用できる食の個別化技術・サービスの開発促進

※フードテック官民協議会ロードマップを基に作成
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R5年度WT会議スケジュール

5/26 第1回会議： デジタルヘルスケア最前線@オンライン
SOXAI・光頼 様、RESVO・大西 様、NTT データ経営研究所・米澤 様

→最新のウェアラブルデバイス、健康効果のエビデンスの蓄積、
健康データの取扱のガイドラインについて勉強会の実施

7/25 第2回会議： 食とデジタルヘルスケア

「あたらしい機能性食品のかたち」

9月末予定第3回会議： デジタルヘルスケアとデジタル広告

「食のone to oneマーケティング」

12月予定 第4回会議： 健康長寿社会実現のための健康教育

「健康は、あたりまえなのか？」

2月予定  第5回会議： 本年度活動のまとめ

「ヘルスケアサービスは、なぜ、バズらないのか」



活動報告資料
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農林水産省 フードテック官民協議会 細胞農業CC

2023年度 第1回 報告・提案会 （2023年 6月）



細胞農業CCの概要1

対象技術・テーマ

概要・目標

事務局の体制

参加申し込みの
条件と方法

 細胞農業は細胞を用いた農産物、水産物生産のこと（細胞性食品: いわゆる培養肉など）

 細胞農業CCは細胞農業に関する情報発信、各種調査事業を通じ同分野の理解促進、受容を目指す

細胞農業、細胞性食品、培養肉、精密発酵など

細胞農業に関するコミュニケーションの場、情報に触れる場を設けるほか、
受容度を調査することで、新規食材である細胞農業商品への正しい理解を促
し、適切に社会受容されることを目指す。

事務局：特定非営利活動法人 日本細胞農業協会
問い合わせ先：office@cellagri.org

条件：細胞農業にご関心のある方
方法：公式サイトの申し込みフォームからご連絡ください

公式サイト https://cellagri.org/

細胞農業CC 

https://cellagri.org/


精密発酵の事例と日本における課題2
 微生物で食素材を作る「精密発酵」は細胞農業の一分野で多様な事例があり注目高まる

 しかしながら日本語では「精密発酵」に関する専門的な情報が少なかった

細胞農業CC 

精密発酵の事例

岡田健成、細胞農業における精密発酵の概要、食品と開発、58 (4)、pp 4-6、 (2023) 画像元Perfect day社HP https://perfectday.com/newsroom/bored-
cow-sprouts/

課題：日本語の情報・認知度不足



精密発酵の情報提供を強化3
 公式サイトコラムにおいて米国メンバーによる精密発酵の実食レポート・技術などの記事を公開

 商業誌において精密発酵の概要をまとめた記事を寄稿

細胞農業CC 

精密発酵ミルク実食レポート・技術記事 商業誌への精密発酵の寄稿

岡田健成、細胞農業における精密発酵の概要、食品と開発、58 (4)、pp 4-6、 (2023) 

精密発酵の技術・環境負荷・投資
動向などの概要をまとめた

画像元 https://www.kenko-
media.com/food_devlp/archives/6409 



今後の予定4
 弊協会が行ってきた消費者受容調査で、従来の細胞性食品（培養肉）に加え精密発酵も実施検討

 弊協会が共催で実施する国内最大の細胞農業の学術集会において精密発酵なども取り上げる

細胞農業CC 

消費者受容調査 第5回細胞農業会議

従来

新規

• 細胞性食品（いわゆる培養肉）意識調査

を実施

• 認知度や受容性を継続的にモニター

• 半年に一回行っており今までに5回実施

済み

• 精密発酵についても調査実施検討

• 項目など策定中

細胞農業会議は日本細胞農業協会と培養食糧研究会で

共催する国内最大の細胞農業に関わる学術集会

昨年同様、国内の細胞性食品研究者やスタートアッ

プによる進展の情報発信を行うのに加え、細胞性食

品（培養肉）に留まらない精密発酵も含めた多様な

細胞農業の可能性について今年度情報提供予定

2023/8/29 @お茶の水にてハイブリッド開催



6

農林水産省 フードテック官民協議会 細胞農業CC 2023年度 第1回 活動報告

免責事項など

1. 本報告の内容は間違いがないように注意して作成していますが、万全ではない可能性があります。

2. 本報告の内容を用いて行った行動や結果について弊協会は責任を負いかねます。

3. 本報告の内容を許可なく利用することはおやめください。

内容などに関してお問い合わせがある場合

本報告などについてご不明点がある場合は以下までご連絡ください。

日本細胞農業協会 公式連絡先

office@cellagri.org
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